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1 強動詞は動詞形によって変化が見られることが稀であり、全ての子音が保たれる。第 2
語根重複動詞は 2 つ目の語根が未完了相あるいは非完結相において重ね書きされる。第 3
語根弱動詞は 3 つ目の語根が wや jなどになっている動詞で、多くの場合この 3 つ目の語
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267-268）でも同様な分類法が取られている。また sḏm-f 形には前望相
（prospective）あるいは未来時制を表すものがあり、これは Gardiner に
よる完結相と同じ形であり、第 3語根弱動詞には wや j が動詞の直後に
現れることがある。接続法（subjunctive）sḏm-f形と呼ばれる動詞形は中
エジプト語で既に前望相 sḏm-f 形と混同されて未来時制を表す際に用い





ようだが、第 2 語根重複動詞については重ね書きのある sḏm-n-f 形も存




って重ね書きが現れることがある（Allen 2010: 251; 263）。完了相 sḏm-n-f
形も-twを伴うことがあるが、それは関係節の動詞形であるとされ（Allen 
2010: 232）、副詞的語句2が後続する副詞句焦点化構文を成している。完
了相あるいは過去時制の受動態には接尾辞-w を伴う sḏm-(w)-f 形が用い






付随形）となる（Allen 2010: 307-314）。付随形の接尾辞はそれぞれ ḫr「話
                                                                                                                            




72 一般言語学論叢第 15号 (2012) 
す」、k3「考える」、j.n「言った」（動詞 j「言う」の完了相 sḏm-n-f 形）
が起源であると考えられる。アフリカの言語において「言う、話す」な
どを表す動詞が文法化される傾向がある（Satzinger 2003: 397）。 
























                                                        
3 アムハラ語はセム語派西セム語エチオピア・セム語南部グループに属する言語である
（Hackett 2006: 930-931）。 










表 1：セム諸語の接頭辞活用と接尾辞活用の数と分布（Buccellati 1997; 
Hudson 1997; Pardee 1997; Steiner 1997参考） 
分類 言語名 接頭辞活用 接尾辞活用 




アムハラ語 d) -C1äC2C3 
e) -C1aC2C2C3 
i) C1äC2C2äC3- 
西セム語 聖書ヘブライ語 f) -C1C2VC3 j) C1aC2aC3- 
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性複数以外で人称接尾辞の子音パターンが重なっている。中エジプト語




















1cs pars.āku katab.tu kātab.tī sḏm.kw 
2ms pars.āt(a) katab.ta kātab.tā 
sḏm.t(j) 
2fs pars.āti katab.ti kātab.t 
3ms paris katab kātab sḏm(.w) 
3fs pars.at katb.at kātəb.ā sḏm.t(j) 
1cp pars.ānu *katb.ān kātab.nū sḏm.w(j)n 
2mp pars.ātunu katab.tum kətab.tem 
sḏm.twn(j) 
2fp pars.ātinu katab.tin kətab.ten 
3mp pars.ū katb.ū 
kātəb.ū 
sḏm.w 




えられるのが、接頭辞 j-が付加される一部の命令形と接続法 sḏm-f 形で
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ある（Allen 2010: 190; 249）。意味機能から見ると、未来時制として用い
られることがある接続法 sḏm-f 形は、非過去や未完了を表すセム語の接
頭辞活用と比較することができる。しかしこの接頭辞には主語の人称に























                                                        
5 Allen は、名詞節・関係節・状況節としての用法が、動詞述語としての sḏm-f 形から派
生したものであると考えている。しかし Polotsky は sḏm-f 形が動詞述語としてではなく関
係節や状況節として働いているとしている。 












表音文字の w や j）を組み合わせて母音を表そうとする試みが見られる
















（2003: 395）は sḏm-f形が独立形（absolute form）であると解釈すること
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で述語として機能することができ、この問題を回避できると考えた。 
 
(1) *ḥzj-f  sw > ḥzj-f  sw 
賞賛する-3ms 3ms  賞賛する-3ms 3ms 
独立形-所有格 絶対格  完結相-主格 対格 
*「彼(f)の賞賛したのは彼(sw)だ」＞「彼(f)は彼(sw)を賞賛した」
（Satzinger 2003: 396；グロスは筆者による） 
(2) * ḥzz(j)-f sw > ḥzz(j)-f  sw 
賞賛する-3ms 3ms  賞賛する-3ms 3ms 
独立形-所有格 絶対格  非完結相-主格 対格 
*「彼(f)の賞賛するのは彼(sw)だ」＞「彼(f)は彼(sw)を賞賛する」
（Satzinger 2003: 396；グロスは筆者による） 
(3) *ḫpp(j) sw > ḫpp(j)-f 
歩く  3ms  歩く-3ms 











している（Satzinger 2003: 396）。 
これを支持するものとして、完結相能動分詞を形容詞述語として用い
                                                        
6 自動詞の完結相は状態形によって表される（Satzinger 2003: 396）。 
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る sḏm sw「彼は聞いている」という構文がある（Gardiner 1957: 374節）。
この構文でも主語の標示に従属代名詞が使われているが、Gardiner は従
属代名詞が摩滅によって接尾代名詞（例：sw > f7）になったと考えた。 
sḏm-n-f形でも主語が代名詞の場合、主語人称は接尾代名詞で表される
が、接尾辞-n が動詞と代名詞の間に置かれている。Satzinger は接尾辞-n
が前置詞 nであるとし、sḏm-n-f 形の n-f が与格表現を起源に持つとして
いる。Gardiner（1957: 411 節）も、古エジプト語において「前置詞 n＋













(4) naša šwīq-ā-   le  baḫta 
男 捨てる-3fs   3ms  女 
主語 過去分詞-目的語一致標示 主語一致標示 目的語 
「その男はその女を捨てた」（Satzinger 2003: 396；グロスは筆者に
よる） 
                                                        
7 sw から f へ直接変化したかどうかは確かではないが、f は*su が音変化したものである
と考えられており、どちらも*suから発達したものであると言える（Loprieno 1995: 64）。 
8
 Satzinger（2003: 396）はイランのウルミア（Urmia）で話されている Assyrian Neo-Aramaic
を参照している（http://www.ethnologue.com/%5C/15/show_language.asp?code=aii）。 
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(5) *jrj n N > jrj-n  N 
行う 名詞.与格  行う-完了相 名詞.主語 



































（declension）接辞（男性 ø、女性-a、複数-i）、1 人称と 2 人称は前接代
名詞（1人称単数 n、2人称単数 t、1人称複数 x、2人称複数 tun）が用い






（Khan 1999: 90-91; 2007: 316参考） 
人称 主格接尾辞 与格接尾辞 接尾代名詞 
3ms -ø -le -e / -eu 
3fs -a -la -a / -aw 
3pl -i -lu -u 
2ms -et -lox -ox 
2fs -at -lax -ax 
2pl -etun -loxun -xun 
1ms -en -li -i 
1fs -an -li -i 
1pl -ex -lan -an 
 
中エジプト語とNENAの所有格接尾代名詞は 3人称においてその違い
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が顕著となる。表 4は中エジプト語 sḏm-n-f形と NENA過去時制を対応
させたもので、主語人称を示している接尾代名詞を太字にしてある。 
 
表 4：中エジプト語 sḏm-n-f形と NENA過去時制 
 中エジプト語 sḏm-n-f形 NENA過去時制 
1cs sḏm-n-j qṭil-l-i 
2ms sḏm-n-k qṭil-l-ox 
2fs sḏm-n-ṯ qṭil-l-ax 
3ms sḏm-n-f qṭil-l-e 
3fs sḏm-n-s qṭil-l-a 
1cp sḏm-n-n qṭil-l-an 
2cp sḏm-n-ṯn qṭil-l-oxun 











(6) barux-owal-i baxt-oke  garš-i-wa-la 
友-pl-1cs 女-定冠詞  引く.能動分詞-3pl-過去-3fs 
「私の友達がその女性を引っ張っていた」（Doron & Khan 2012: 47） 
 
82 一般言語学論叢第 15号 (2012) 
(7) baxt-oke barux-owal-i gərš-i-wa-la 
女-定冠詞 友-pl-1cs  引く.受動分詞-3pl-過去-3fs 






































動詞 cusub cúsb ħusúb 
1cs cusub-iyó cúsb-i cúsb-ahay ħusúb aħe 
2cs cusub-itó cúsb-id cusúb tahay ħusúb taħe 
3ms 
cusub-á cusúb 
cusúb yahay ħusúb yaħe 
3fs cusúb tahay ħusúb taħe 
1cp cusub-inó cúsb-in cusúb nahay ħusúb naħe 
2cp cusub-itín cusb-idín cusúb tihiin ħusúb tiħiin 
3cp cusub-ón cusúb cusúb yihiin ħusúb yiħiin 
（この表中の動詞は、全て「新しくある（be new）」を意味する。なお、
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表 6：アフロアジア諸語の接尾辞活用の人称変化 
語派 クシ エジプト セム ベルベル 
言語 オロモ語 中エジプト語 アッカド語 タマハク語 




































る環境によって k > gと t > dという音変化を経ている。タマハク語では
複数形で人称の区別がなくなっているが、単数形に関してはアッカド語
などの接尾辞活用と対応が見られる。 
















表 7：東クシ諸語、中エジプト語、アッカド語の 1人称単数標示 
言語 1人称単数標示 
東クシ諸語 サホ語 .iyó 
ソマリ語9 .i ~ -ahay 
ブルジ語 .i 
レンディーレ語 aħe 















る活用形に使われる形態素であるが共に 1 人称単数を表すので 2つとも挙げた。 
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が挙げられている（Banti 2001: 19-20）。 
現存する東クシ諸語のほとんどで単数形は母音のみ、複数形は「母音




表 8：東クシ語の sを含む 3人称所有格代名詞（Banti 2001: 20） 
 カンバタ語 シダモ語 ジッドゥ語 
3ms -si -si -s 
3fs -se -se -s 
3cp -ssa < *-sna -nsa < *-sna -s 
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表 9：中エジプト語と東クシ祖語の所有格代名詞と東クシ動詞活用人称
接尾辞（Banti 2001: 19; Loprieno 1995: 63-64参考） 
 
所有格代名詞 東クシ動詞活用 
の人称接尾辞 中エジプト語 東クシ祖語 
1cs -j < *-aj *yi ~ *yu (~ *ya) *-i-yi (~ *-i-yu) 
2ms -k < *-ku 
*ku ~ *ki (~ *ka) *-i-tu 
2fs -ṯ < *-ki 
3ms -f < *-su *su (~ *si) ø 
3fs -s < *-si *si (~ *sa ?) ø 
1cp -n < *-ina *inu ~ *ni *-i-nu 
2cp -ṯn < *-kina *kin ~ *kunV *-i-tin 
3cp -sn < *-sina *sinV ~ *sunV ø 
 
史前エジプト語から中エジプト語への間に、2人称女性単数では*kiが
硬口蓋化によって*/ki/ > */kji/ >ṯ11という音変化したと考えられ（2人称
複数でも同様に変化）、3 人称男性単数では*su が唇音化により*/su/ > 






3.2.2 中エジプト語 sḏm-f活用との類似 
Banti（2001）での主張（2）は大別して 3 つの根拠に基づいている。
その 1 つが両活用形に用いられる動詞の種類である。Banti（2001: 17）
はコプト語まで使われ続けた sḏm-f 活用に言及し、(8)のように次の 4 種
                                                        
11 Loprieno（1995: 64）は ṯが無声硬口蓋破裂音（IPA /c/）であると考えているが、正確な
音声については明らかではなく暫定的なものである。 
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類であることを指摘している。 
 
(8) i. 助動詞 
ii.  /meʃe/「知らない」、  /hne/「望んでいる」 
iii.  /peje/「〜と言った」 
iv.  /nanu/「良くある」、  /naʃe/「豊富にある」、 















中エジプト語 sḏm-f 活用との類似点 2 つ目は、名詞主語の場合に見ら
れる 3 人称標示の不在である。中エジプト語 sḏm-f 活用では主語が名詞
によって明らかとなっている場合、代名詞による人称一致が現れない。
東クシ動詞活用形においても中エジプト語と同様であったとしているが、
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している（Banti 2001: 21）（表 10）。 
 
表 10：東クシ動詞活用の変化（Banti 2001: 21参考） 
 段階 1 段階 2 段階 3 
(a) (b) 
1s/p V-接尾代名詞 V-接尾代名詞 V-接尾代名詞 V-ø 
2s/p V-接尾代名詞 V-接尾代名詞 V-接尾代名詞 
3s V-接尾代名詞  
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レンディーレ語の東クシ動詞活用形（否定形）である。 
 
表 11：中エジプト語 sḏm-n-f形と東クシ動詞活用形（過去時制）（Banti 
2001: 9参考） 
 中エジプト語 東クシ諸語 





1cs V12-n-j n V-n-j V-ann-i mâ-V-inn-iyôo má V-an13 
2ms V-n-k n V-n-k V-an-du mâ-V-inn-itôo 
2fs V-n-ṯ n V-n-ṯ 
3ms V-n-f n V-n-f V-ann-i mâ-V-inn-âa 
3fs V-n-s n V-n-s 
1cp V-n-n n V-n-n V-ann-inu mâ-V-inn-inôo 
2cp V-n-ṯn n V-n-ṯn V-an-čingu mâ-V-inn-itiinî 
3cp V-n-sn n V-n-sn V-ann-ingu mâ-V-inn-oonî 
（サホ語 mâ：否定辞、レンディーレ語 má：否定辞） 
 
現在の東クシ諸語において肯定形でもこの接尾辞-Vn(n)を含む活用形










不変形 invariable form）。これは表 10 の段階 3（b）にあたる。 








（Banti 2001: 11参考） 
 アラビア語 アッカド語 
肯定形 否定形 肯定形 否定形 
1cs banay-tu lam ʔa-bni a-bni ul a-bni 
2ms banay-ta lam ta-bni ta-bni ul ta-bni 
2fs banay-ti  a  ta-bnī ta-bnî ul ta-bnî 





サホ語 ɖa ħ-ini「冷たい」（アファル語 ɖa aħe「冷たくなる」、ソ
マリ語 ɖaħa -ood-「冷たく感じる」） 
fid-ini「広い、拡げられている」（アファル語 fidise「拡げ
る」、ソマリ語 fid「広がる」） 
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り、その同根語は、同じく n過去時制形を持っているブルジ語やオモ・



















































1cs zggwagg-ag zggagg-iyi 「私は赤い」 






*qatī -a-hū > qatī ō「彼が殺した時に」という用法がある。さらに形容詞
を用いる状況の表現でも主文の主語に対応する人称が接尾代名詞の形で
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A comparative Afroasiatic linguistic 





The study of ancient Egyptian traditionally employed the internal 
reconstruction and the Semito-Egyptian comparison. The sḏm-f conjugation, 
the most basic verbal conjugation of the Middle Egyptian, has been studied for 
over a century with these methods. However, there still remains uncertainty 
about its origin and development. There are currently several new studies 
within the Afroasiatic framework, in which the sḏm-f conjugation is approached 
in different ways to the traditional ones. This research note examines two 
hypotheses that are presented by two different scholars, Satzinger (2003) and 
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